共催・後援申請に必要な書類について
裏面「共催・後援行事実施上の留意事項」の「１　基本的留意事項」をお読みください。
いずれの項目も遵守可能な場合は、申請に必要な次の１～４の書類を揃えて提出してください。
１　共催（後援）申請書
（１）申請書は、手書きでもパソコンで作成されても結構です。

（２）申請者は、主催団体の代表者でお願いします。

（３）担当者の連絡先は、携帯電話番号など昼間連絡のとれる電話番号を記入してください。
（４）「行事内容」欄には、行事の趣旨や概要を簡潔に記入してください。

（５）「備考」欄には、その他参考になる事項を記入してください。特に倉敷市内で開催しない行事の場合、倉敷市の後援を必要とする理由を必ずお書きください。
２　主催団体の概要がわかるもの
会則、名簿（実行委員会では構成員）、活動実績、総会資料等

　　※　ただし、昨年度許可実績があり、かつ申請時に同資料提出の場合は不要です。
　　　　毎年申請の場合、２年に１回提出が必要です。

３　行事の概要がわかるもの
（１）実施企画書等
（２）参考資料（パンフレット・チラシ等）

現在作成中の印刷物（原稿可）や、昨年度に実施したことのある行事であればその際の印刷物などを添付してください。
４　収支予算書（共催申請の場合、後援申請で有料行事の場合）

（１）入場料や資料代などの名目に関わらず、後援申請で有料行事の場合は添付してください。

（２）出演料やスタッフ謝礼などの人件費が含まれる場合は、支払予定先と金額の内訳を記入してください。

（３）チャリティー行事等の場合、行事終了後の実施報告書に寄付金額を明記するとともに、領収書の写しを添付した収支決算書を提出してください。
５　その他

（１）行事内容を把握するために、追加で書類を請求させていただく場合があります。また、書類が不足する場合は、共催・後援許可できない場合があります。

（２）共催・後援申請書は、行事開催日の２０日前までに提出してください。
（３）行事ごとに判断しますので、同様の行事であっても承認できないことがあります。

（４）提出された個人情報については、共催・後援事務以外には使用しません。
